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き
て
は
、
殆
ど
世
に
知
ら
れ
ざ
る
も
の
の
み
な
る
を
以
て
、
従
来
そ
の
研
究

あ
る
を
聞
か
ず
、
ま
た
邦
文
と
対
照
す
ぺ
き
蘭
語
原
文
の
存
す
る
も
の
、
却

っ
て
当
時
の
も
の
に
多
き
に
鑑
み
、
本
論
文
に
於
い
て
著
者
が
専
ら
と
れ
ら

に
力
を
注
げ
る
は
寧
ろ
宜
し
き
に
叶
ぴ
た
り
と
い
ふ
ぺ
く
、
以
て
本
論
文
の

真
価
を
軒
軽
す
る
に
足
ら
ず
。
そ
の
注
解
の
如
き
は
、
日
蘭
交
渉
史
に
深
く

涜
潜
せ
る
著
者
に
し
て
始
め
て
之
を
善
く
す
ぺ
く
、
主
論
文
と
共
に
遺
憾
な

く
そ
の
努
力
を
発
揮
せ
る
も
の
と
い
ふ
ぺ
し
。

綾
上
の
理
由
に
依
り
、
本
論
文
の
提
出
者
板
、
沢
武
雄
は
文
学
博
士
の
学
位

を
享
く
る
資
格
十
分
な
り
と
認
む
。

昭
和
二
十
九
年
十
月
対
日

審
査
委
員
(
日
本
大
学
教
授
)

同

石

田

幹

之

助

(東
京
大
学
教
授
文
学
博
士
〉

岩

生

成

一

〈
法
政
大
学
教
授
)

藤

井

甚

同

太

虫E

法

政

大

学

史

学

会

々

報

会

務

報

_&. 
口

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
一
日

史
蹟
調
査
「
相
模
国
分
寺
跡
と
そ
の
周
辺
」

藤
井
・
板
沢
・
丸
山
・
河
原
各
教
授
、
芥
川
助
手
卒
業
生
七
名
、
在
学

生
五
名
参
加
。

海
老
名
町
役
場
会
議
室
に
て
昼
食
、
文
化
財
委
員
児
島
氏
よ
り
一
時

間
に
わ
た
り
、
相
模
国
分
寺
跡
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
誇
話
あ
り
、

順
路
に
よ
り
最
後
ま
で
御
指
導
を
受
く
。
午
後
四
時
半
散
会
。

十
一
月
十
一
日

法
政
大
学
史
学
会
総
会
及
例
会
午
後
六
時
よ
り
於
十
四
番
教
室

総

会開
会
の
辞
宮
前
委
員

議
長
選
出
議
長
佐
藤
委
員
副
議
長
堀
切
委
員

会
計
報
告
宮
前
委
員

行
事
報
告
佐
藤
委
員

例

会会
長
挨
拶
板
沢
教
授
(
藤
井
教
授
御
欠
席
に
よ
り
)

講
師
紹
介
板
沢
教
授

講
演

「
マ
ル
チ
シ
・
ル
タ
!
の
宗
教
改
革
の
源
に
つ
い
て
」

東

京

大

学

教

授

山

中

謙

二

先

生

l¥ 
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十
二
月
二
十
八
日

「
法
政
史
学
」
第
六
号
(
法
政
大
学
史
学
会
々
報
改
題
)
藤
井
甚
太
郎
先

生
古
稀
祝
賀
記
念
特
輯
発
行
。

昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日

新
制
第
四
回
卒
業
式
挙
行
さ
る
o

率
業
生
一
同
よ
り
「
読
史
備
要
」
一
冊

寄
贈
を
受
く。

四
月
二
十
八
日

法
政
大
学
史
学
会
例
会
午
後
五
時
半
よ
り
、
於
四
番
教
室

例
会
に
先
だ
っ
て
、
単
位
履
修
方
法
に
変
更
あ
り
た
る
に
つ
き
、
三
・
四

年
生
に
対
し
て
、
単
位
取
得
方
法
の
説
明
あ
り
。

新
入
会
員
歓
迎
会
(
例
会
〉
七
時
二
十
分
よ
り

司

会

矢

口

委

員

開
会
の
辞
伊
藤
委
員

会
長
挨
拶
藤
井
教
授
、
同
時
に
各
教
授
方
の
御
紹
介
あ
り

'

-

1

卒
業
生
代
表
挨
拶
酒
巻
正
三
郎
氏
(
新
制
三
回
)

卒
論
-
要
旨
発
表
明
畑
切
康
司
氏
(
新
制
四
回
)

懇

談

自

己

紹

介

-

-

‘

S

計

閉
会
の
辞
伊
藤
委
員

出
席
者
藤
井
・
竹
内
・
丸
山
・
河
原
各
教
授
岩
生
・
関
野
各
講
師

芥
川
助
手
卒
業
生
八
名
在
学
生
四
十
二
名

右
終
了
後
委
員
選
出

(
四
年
)
吉
川
・
石
黒
・
西
村

君
と
決
定

五
月
二
十
六
日

(
三
年
)

筒
井
・
新
井
・
富
取
の
諸

法
政
大
学
史
学
会
委
員
会

A 

「
法
政
史
学
」
第
七
号
編
集
に
関
す
る
件

総
会
開
催
に
関
す
る
件

史
蹟
調
査
に
関
す
る
件

、

卒
論
指
導
会
に
関
す
る
件

藤
井
・
板
沢
・
竹
内
・
丸
山
・
河
原
各
教
授
芥
川
助
手
卒
業
生

学
生
委
員
九
名
出
席
。
於
研
究
室
午
後
五
時
半

l
九
時
半

六
月
十
二
日
法
政
大
学
史
学
会
総
会
及
特
別
講
演
。
於
三
番
教
室

総
会
後
本
学
講
師
斎
藤
忠
先
生
の
「
平
城
京
社
発
掘
に
つ
い
て
」
?
と
題
し

春
以
来
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
平
城
京
社
発
掘
調
査
に
参
加
さ
れ
た
先
生

の
御
話
し
を
う
か
が
い
、
厳
密
、
正
確
な
歴
史
地
図
の
必
要
性
、
古
代
史

と
考
古
学
の
関
聯
性
な
乞
幾
多
の
問
題
を
心
に
銘
記
し
つ
つ
散
会
し
た
。

八
時
半
終
了
。

六
月
二
十
七
日
史
蹟
調
査
「
川
越
方
面
」

入
梅
の
季
節
で
も
あ
り
、
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
天
候
は
現
地
に
つ
い
て
も
し

ば
し
ば
雨
に
見
舞
は
れ
た
。
し
か
し
全
行
程
を
元
気
で
踏
査
し
無
事
に
予

定
を
終
了
し
た
。

〔
行
程
〕
仙
波
河
岸

・
喜
多
院
・
川
越
域
社

・
三
芳
野
神
社
・

氷
川
神
社

-
時
鳴
鐙
・
養
寿
院
牛
后
四
時
解
散

参
者
加
藤
井
・
板
沢
・
竹
内
・
丸
山
・
河
原
各
教
授
芥
川
助
手
、
卒

業
生
在
学
生
計
二
十
名

十
一
月
十
四
日
史
蹟
調
査
「
鎌
倉
方
面
」

〔
行
程
〕
円
覚
・
建
長
・
東
南
牒
寺
・
鶴
岡
八
幡
宮
・
若
宮
・
国
宝
館

八
幡
宮
社
務
所
に
て
昼
食
、
社
務
所
所
蔵
の
古
文
書
巻
子
本
に
て
、
古
文

書
演
習
、
午
後
三
時
解
散
。

在
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参

加

者

藤
井
・
板
、
沢

・
竹
内

・
丸
山
・
河
原
各
教
授

業

・
在
学
生
二
十
一
名
参
加

+
二
月
四
日
第
六
回
法
政
大
学
史
学
会
公
開
講
演
会
、
午
後
一
時
半
」
五

時
於
本
学
第
二
講
堂

自

由

民

権

運

動

に

関

す

る

一

考

察

講

師

小

西

四

郎

マ
ル
コ
・
ポ
l

ロ
よ
り
伝
へ
ら
れ
た
元
冠
に
関
す
る
一
考
察

教

授

河

原

正

!
博

日

本

中

世

の

検

断

に

つ

い

て

誇

師

佐

藤

進

一

な
お
河
原
先
生
に
は
、
急
用
に
て
御
帰
省
な
さ
れ
た
為
中
止
と
な
り
残
念

で
あ
っ
た
。
次
の
機
会
に
は
是
非
拝
聴
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
冬
季
で
は

あ
っ
た
が
快
晴
に
恵
ま
れ
、
参
会
者
は
二
一
白
名
を
超
え
ん
ば
か
り
の
盛
況

で
あ
っ
た
。

芥
川
助
手

昭
和
廿
八
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

八

王

子

千

人

隊

の

研

究

田

野

倉

進

中

世

都

市

の

成

立

と

そ

の

近

代

的

意

義

土

屋

正

近
代
農
民
史
の
研
究
|
特
に
明
治
初
期
に
於
け
る
!
西
山
信
一

堺

に

つ

い

て

の

歴

史

的

考

察

大

矢

木

昌

子

江
戸
時
代
末
期
に
於
け
る
西
秋
留
村
を
中
心
と
し
た
検
地
及
び
年
貢

に

つ

い

て

矢

野

行

明
治
時
代
に
於
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ

γ
ト
教
会
の
形
成

堀

切

康

-
t
様
村
正
久
と
海
老
名
押
正
を
中
心
と
し
て
l
l

中
世
封
建
制
度
の
考
察

|

特
に
注
予
言
心
と
し
て
|

司男

上

原

口

卒

我
が
国
に
於
け
る
初
期
荘
園
成
立
の
歴
史
的
意
義

壬
申
の
乱
に
つ
い
て

武
田
信
玄
の
民
政
に
つ
い
て

国
司
制
の
頭
廃
と
年
給
に
つ
い
て

F

江
戸
時
代
後
期
の
農
民

‘
J
目

ー

l
特
に
「
甲
斐
天
保
騒
動
」
を
め
ぐ
っ
て
l
l

日
本
祭
礼
の
考
察

l
l
阿
佼
留
神
社
の
ま
つ
り
を
中
心
と
し
て
'
|

戦
国
大
名
領
の
形
成
と
士
一
撰

五
・
四
文
化
運
動
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

1
1
特
に
反
儒
教
思
想
の
形
成
を
中
心
と
し
て
l
p

西
洋
中
世
初
期
に
於
け
る
古
代
文
化
の
消
化
過
程
回

イ

エ

ス

の

史

的

意

義

大

英
国
に
於
け
る
宗
教
改
革
の
特
質
と
其
の
歴
史
的
意
義
宮 竜大若田志佐伝染

沢貫林熊村

富主主正光正

昭男一重主主

藤

久

夫

沢

悟

郎剛

堀中

昭年

治子

前

音

雄

昭
和
骨
九
年
三
月
女
学
部
史
学
科
卒
業
論
文
題
目
(
通
教
)

男

茨
城
県
に
お
け
る
仏
教
の
隆
史
的
発
達
に
つ
い
て

傍
島
(
瀬
戸
内
海
)
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

水
戸
藩
の
海
防
と
山
野
辺
義
観

朝
倉
氏
と
越
前

筑
紫
古
代
史
の
研
究
|
耶
馬
台
国
の
位
援
に
つ
い
て
|

近
江
三
座
の
一
考
察

先
史
時
代
の
郷
土
研
究
(
滋
賀
県
長
浜
市
〉

i¥ 

前

田

誠

徳

玉

井

律

夫

田

所

わ

ぐ

り

宇

野

正

光

山

利

雄

大

野

多

米

男

掘

隆
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後
期
封
建
社
会
の
崩
壊
と
そ
の
考
察

平

近
世
に
お
け
る
近
江
麻
布
業
の
発
展
と
そ
の
経
営
形
態
喜

多

尾

正

校

深

尾

源

次
田

近
世
都
市
と
町
人
の
性
格

1
6
八
等
町
街
朱
印
騒
踊
を
中
心
と
し
て
見
た
る

1
1

陶

都

常

滑

の

歴

史

新

海

公

夫

農

村

の

生

産

振

興

に

対

す

る

-

歴

史

的

反

省

北

村

元

伊

賀

黒

田

荘

の

変

遷

に

つ

い

て

隠

岐

孝

夫

参
河
刈
谷
藩
の
一
授
と
そ
の
影
響

，

杉

浦

古

一

土

佐

流

人

研

究

序

説

斎

藤

美

江

子

島

原

の

乱

の

原

因

吉

田

忠

孝

久

留

米

蕃

に

お

け

る

百

姓

一

撲

の

研

究

佐

々

木

高

信

教

賀

商

港

の

撞

頭

と

そ

の

発

展

中

村

昭

一

郎

歴

史

地

理

的

に

見

た

里

見

氏

の

発

展

金

丸

淳

土
一
撲
を
中
心
v
と
す
る
室
町
末
期
の
庶
民
社
会
の
動
向
中中伊

幕
葱
封
建
体
制
の
崩
屡
に
つ
い
て

徳
川
幕
藩
封
建
社
会
下
の
農
村
問
題

ー

主

と
し
て
社
会
、
経
済
史
の
立
場
よ
り
|

国
家
形
態
と
政
治
機
構
か
ら
見
た
日
本
封
建
制

徳
川
封
建
社
会
の
崩
壊
過
程
に
つ
い
て

上
毛
地
方
に
お
け
る
古
墳
の
研
究

甲
斐
の
弥
生
式
文
化
論

千
葉
県
に
お
け
る
藩
繋
に
つ
い
て

藤島島

哲久

竹土堀清桜

内橋越 71<井

文 武房俊

吉

原

宿

の

研

究

!
l
近
世
田
本
交
通
史
の
一
駒

1
l

戦

国

時

代

の

経

済

と

科

学

思

想

七

条

十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
イ
ギ
D
ス
民
主
的
諸
制
度
の
発
展
に

つ

い

て

黒

田

烈

子

ポ
l

ル
・
セ
ザ
ジ
ヌ
に
つ

い
て

田

口

不

二

子

英

国

産

業

革

命

史

石

原

彰

-
i
羊
毛
工
業
を
主
と
せ
る
ー
ー

西
欧
中
期
よ
り
近
世
初
頭
に
お
け
る
土
地
支
配
関
係
の
変
質
過
程

の

一

考

察

新

タ

俊

/¥. 
四

員

民
衆
の
立
場
か
ら
見
た
明
治
維
新

山
口
藩
の
交
教
政
策

ー
ー
彩
、
山
口
一
向
明
倫
館
を
中
心
と
‘
レ
て

l
l

郷
土
先
史
文
化
の
考
古
学
的
考
察

西
欧
絶
対
主
義
の
特
色
と
明
治
絶
対
主
義

1
1
明
治
初
期
の
特
色
に
つ
い
て

l

満
洲
事
変
と
そ
の
影
響

高
岡
の
古
域
社
、
城
下
町
の
史
的
考
察

近
代
か
ら
見
た
三
原
市
を
中
心
と
し
た
陸
上
交
通
路

上
総
の
か
た
ま
り
法
撃
に
隠
す
る
諸
考
察

廃
藩
置
県
を
'
躍
る
農
民
一
撲
の
形
態
に
つ
い
て

宗
教
的
に
見
る
親
鷲
の
人
間
像

郷
土
に
お
け
る
封
建
搾
取
に
つ
い
て

1
1
主
と
し
て
祖
税
、
小
作
耕
、
地
坪
を
中
心
と
し
て

1
l

也了雄雄通夫校二

榎大

木口

茂福

原原

栄

本

間

慎

茅

原

政

宝

子

丸

渡

辺

淳

沖

野

益

田

田

倉

房

芝

田

亨

八

木

久好

雄文健美一子正己明雄事

正

明昼夫
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産
業
革
命
と
英
国
に
於
け
る
自
由
主
義
思
想
の
発
展
小

原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
宗
教
と
し
て
の
発
展
に
つ
い
て吉岡

フ

ラ

ソ

ス

革

命

の

思

想

史

的

背

景

育

l
i
クヤ
ン
、
ジ
ヤ
ヲ
F
、
ル
ソ
1
の
啓
蒙
思
想
を
中
心
と
し
て
l
t

寺木

春
山

明
和
廿
九
年
九
月
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

(
通
教
)

高
校
「
世
界
史
」
に
関
す
る

一
管
見

幕
末
明
治
絵
新
に
於
け
る
山
口
審
の
行
動

徳
川
幕
府
の
鎖
国
政
策
に

つ
い
て
の
一

考
察

足
利
に
お
け
る
染
織
業
の
発
達

封
建
時
代
後
期
に
お
け
る
栃
木
町
罵
辺
農
村
の
研
究

一
六
平
文
化
に
対
す
る
一
考
祭

幕
末
体
制
下
の
農
民
解
放
運
動

l
i
松
木
一
位
左
衛
門
を
中
心
と
し
て
1
l

近

代

社

会

形

成

の

起

点

竹

内

-
a
イ
ギ
ロ
ス
に
お
け
る
昨
日
本
間
生
産
様
式
成
立
の
照
史
的
起
点
に
つ
い
て
『
|

初
期
に
お
け
る
ア

メ

リ

カ

の

移

民

に

つ

い

て

北

爪

宣

鎌
倉
時
代
の
彫
刻
に

つ

い

て

石

川

清

近
代
社
会
に
お
け
る
庶
民
の
文
化
活
動
よ
り
見
た
根
岸
式
香
の

活

動

に

つ

い

て

の

研

究

大

野

昌

池

田

藩

に

お

け

る

庶

民

教

育

富

田

泰

歴

史

教

育

に

つ

い

て

足

立

日

本

に

お

け

る

遺

伝

学

の

発

達

中

村

慎

早横国川岩原宗

川村桑田淵田

重幸 正真実 牧{~ 

男

真
宗
の
成
立
と
庶
民
階
級
へ
の
発
展
に
つ
い

て

熊

古
代
社
会
発
展
過
程
に
お
け
る
遣
唐
使
の
役
割
に
つ
い
て小手

岡

哲

雄

登校

宏元

治 ー

島堀

景
観
の
変
遷
に
つ

い
て

1
1
杵
築城
下
町
と
そ
の
周
辺
の
場
AU--

維
新
革
命
の
原
動
力
を
論
ず

千
葉
県
長
生
郡
日
育
村
、
横
穴
古
墳
郡
の
研
究

明
治
維
新
に
お
け
る
広
島
藩
の
行
動

山
村
褒
落
の
発
達
と
転
機
師
制
度
の
研
究

日
本
演
劇
史
の
変
遷
に
つ
い
て

古
代
社
会
の
農
業
の
推
移

江
戸
時
代
町
人
の
教
育
に
つ
い
て

-
i
特
に
町
人
的
人
山
保
を
め
ぐ
つ
て
の
芳
箆

l
l

越
前
古
窯
の
歴
史
的
研
究

江
戸
時
代
の
百
姓
一
授

l
l
竹
居
村
小
前
騒
動

l
1

我
が
国
の
原
始
時
代
の
住
民
の
生
活
に
つ
い
て
の
一
考
察山

我
国
に
お
け
る
「
隠
れ
切
支
丹
」
の
実
態
と
そ
の
背
景

-

特
に
筑
後
の
国
今
村
を
中
心
と
し
て

l

山

内

典

博

ジ
ヨ
ソ

・
カ

凡
ダ

イ

シ

|
生
涯
と
国
家
観
|

作

本

一

成

オ
ラ
シ
ダ
の
日
本
貿
易
独
占
過
程
に
つ

い

て

佐

々

木

竜

夫

彦
崎
貝
塚
の
報
告

池

葉

須

藤

樹

ー

l
岡
山
地
方
の
縄
文
土
擦
の
編
年
上
の
位
置

i
l

雄二登昇雄 一法

和

国

陸

夫

長

谷

川

晴

雄

山

根

正

喜

佐

藤

与

四

郎

小

沢

進

苅

辺

庄

平

長

谷

川

光

三

相斎

山藤

文義

雄孝

雄一氏

口

i'lI 

義

吾裕司三

F、
五
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名
誉
革
命
と
英
国
議
会
の
特
質
に
つ
い
て

天
平
彫
刻
の
性
格

日
本
漢
字
史
序
説

漢
字
国
語
化
1

作
用
の
本
質
的
釈
明

ー

日

本

に
於
け
る
音
義
ニ
要
素
の
分
裂

l
l

我

が

郷

土

庄

原

史

の

考

察

片

岡

光

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
中
土
井

農
機
具
発
達
史
上
に
お
け
る
セ
ジ
パ
の
出
現
と
そ
の
社
会
的
影
響

に
つ
い
て

清

水

孝

備
後
国
に
於
げ
る
国
分
倦
寺
に
開
閉
す

る

論

考

松

岡

勝 河 西

回条

佐

藤

大
学
院
自
本
史
専
攻
修
士
課
程
寒
業
生

本
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
史
専
攻
科
に
於
い
て
は
、
三
月
第
一

回
卒
業
生
を
出
し
た
。
其
の
卒
業
論
文
題
目
は
左
の
通
り

江
戸
時
代
に
於
け
る
新
田
村
落
形
成
の
研
究

-

特

に

武
蔵
国
関
前
新
田
を
中
心
と
し
て

|

三

冊

桜

近
世
封
建
社
会
の
研
究

l
l
特
に
剖
e

例
に
現
わ
れ

た
る
家
長
引制
の
間
町
起
を
中
心
と
し
て

l
l

弁一冊

中

山

公

小

島

然

鰹
漁
業
経
営
の
一
端

近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
土
地
制
度

l
l
特
に
新
田
を
中
心
と
し
て
笠
清
史
的
一
考
察

l
l

大

庭

文一示・芳重

八
六

夫雄

本
学
大
学
院
博
士
課
程
設
置

戸付

塁
、
き
に
本
学
に
於
て
は
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
に
、
日
本
史
学
専
攻
の

修
士
課
程
が
設
置
せ
ら
れ
、
本
年
第
一
回
卒
業
生
を
出
し
た
が
、
今
般
更
に

博
士
課
程
の
大
学
院
が
設
置
せ
ら
れ
た
。
そ
の
学
科
組
織
及
教
授
陣
容
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

日
本
史
学
特
殊
研
究
(
四
単
位
〉
本
学
専
任
教
授
藤
井
甚
太
郎

日

本

史

学

演

習

(

十

ニ

グ

)

同

同

日
本
史
学
特
殊
研
究
(
四
グ
)本

学

教

授

文

学

博

士

板

沢

武

雄

'

日

本

史

学

演

習

(

十

ニ

グ

〉

同

同

日
本
史
学
特
殊
研
究
(
四

ゲ

)

東

京

大

学

教

授

交

学

博

士

岩

生

成

一

戸

日
本
史
学
特
殊
研
究
(
四
M
M

〉

東

京

都

立

大

学

教

授

文

学

博

士

森

克

己

尚
設
備
及
教
授
専
攻
科
目
の
関
係
上
日
本
近
世
史
を
主
な
る
研
究
範
囲
と

し
て
、
構
成
せ
ら
れ
る
。

昭師男 一虫E太彦雄
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受

贈

刊

司王

物

ヘ
自
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
ノ

〆
至
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
¥

駒
沢
史
学
第
三
、
四
号
駒
沢
大
学
史
学
会

立
命
館
文
学

第

一
O
三
・
四

・叉

号

立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所

史

泉

第
二

号

関
西
大
学
史
学
会

聖
心
女
子
大
学
論
叢
第
一
ニ
・
四
築
聖
心
女
子
大
学

文

北

史

学

第
七
・
八
号

文

化

史

学

会

史

論

第

了

二
集
東
京
女
大
歴
史
学
研
究
室

人
文
論
究
第
四
巻
三
号
関
西
学
院
大
学
女
学
会

史
峰
第
一
巻
一

号

大

阪
市
大
歴
史
学
研
究
会

日

本

女

子

大

学

紀

要

第

三

号

日

本

女

大

古
代
研
究
第

一

歴
史
学
研
究
報
告
第
二
集

東
大
教
養
学
部

歴

史

第

六
・
七
緯

東

北

史

学

会

文

化

第
十
八
巻
四
号

東
北
大
学
文
学
会

法
政
二
高

歴

史

研

究

第

三

・
四

号

・

法
政
二
高
歴
史
研
究
部

6

・
7
「
折
口
信
夫
博
士
追
悼
号
」

神
道
宗
教
学
会

第
二
輯

愛
媛
大
歴
史
学
研
究
室

神
道
宗
教

愛
媛
大
学
歴
史
学
紀
要

九
州
工
大
研
究
報
告

第
二
号

九

州

工

大

関
西
大
学
文
学
論
集
第
三
巻
四
号

関

西

大

学

日
本
奥
州
国
伊
達
政
宗
記
並
使
節
紀
行

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会

駿

台

史

学

第

四

号

駿

台

史

学

会

武
蔵
国
多
摩
郡
小
川
村

小
川
家
文
書
目
録

ー

(
妻
品
川
之
部
)

2

(
書
状
之
部
〉

明
大
図
書
館

法

経

論

集

第

一
号

静

岡

法

経

短

期

大

学

大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
第
三
谷
大
阪
大
学

近

代

神

戸

大

近

代

発

行

会

史
料
館
所
蔵
史
料
目
録

第

三
集

史

料

館

浪

速

大

学

紀

要

第

一
谷

浪

速

大

学

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要

第

2
号

熊

本

大

学

東

方

学

第

八
斡

東

方

学

会

国
学
院
雑
誌
特
斡
号
国
史
学
国
学
院
大
学

大
限
研
究

第

四

号

早

大

大
限
研
究
室

人
文

学

報

第

八
・
九

東
京
都
大
人
文
学
会

交
科
報
告

第

三

号

鹿
児
島
大
文
理
学
部

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
W
史
学
3
名
古
屋
大
学

奈
良
県
教
育
委
員
会

名
古
屋
歴
史
学
会

山
代
忌
寸
真
作

会

報

6

l¥ 
l¥ 

愛
媛
大
学
歴
史
学
妃
要

第

三

梓

愛

媛

大

学

東
方
古

代

研

究

第
四
号

東

方

古

代

研

究

会

大
和
文
化
研
究

第
七

号

大

和

文

化
研
究
会

日
米
文
化
交
渉
史
2
通
商
産
業
篇

開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会

明
治
文
化
史
2
法
制
篇

。

。

3
風
俗
篤

グ

グ

5
学
術
篇

ゲ

ゲ

ロ

生
活
篇

グ

明
代
満
蒙
史
料
李
朝
実
録
抄

第

一
・
三
時

東
大
東
洋
史
研
究
室

小
林
剛
著

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

仏
師
逮
滋
の
研
究
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法
政
大
学
史
学
会
身
則
一
部
改
正

通
信
教
育
部
史
学
科
、
大
学
院
設
置
等
新
ら

し
い
体
制
に
応
ず
る
べ
く
、

会
則
の
一
部
売
昨

昭
和
二
十
九
年
六
月
十
二
日
の
総
会
に
於
て
改

正
、
承
認
さ
れ
即
日
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。左
に
改
正
部
分
守
合
む
条
項
今
紹
介
す
る
。

会

員

第
五
条
と
の
会
は
本
学
大
学
院
及
刊
一
学
都
の
史
学

町
内
放
員

・
学
生

・
卒
業
生
以
ぴ
通
信

教

育

部

学

生

・
卒
業
生
、
そ
の
他
特
に
入
会
を
希
望
す
る
者

を
会
員
と
す
る

第
六
条

こ

の

会

の
会
費
は
年
額
四
百
円
但
し
卒
業

生
は
二
百
円
の
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る

役

員

第
七
条

と
の
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く

会

長

一

名

本

学
史
学
科
主
任
之
に
就
く

震

筒

若

干

名

会
長
が
こ
れ
を
推
薦
す
る

委

員

若

干

名

大
学
院
及
び
学
部
史
学
科
教

員
と
在
学
学
生
委
員
及
び
会
長
の
委
婦

に
よ
る
卒
業
生
を
以
て
と
れ
に
充
て
る

そ
の
任
期
は
一
年
と
す
る
但
し
一重
任
を

妨
げ
な
い
な
お
会
長
は
委
員
中
よ
り
若

干
名
の
常
任
委
員
を
委
嘱
す
る

あ

拍t

き

と

第
六
サ
発
刊
以
降
、昨
年
中
に
発
刊
す
る
予
定
が
、

約
半
年
も
遅
れ
て
し
ま

っ
た
事
は
、
何
と
も
申
し
訳

が
あ
り
玄
せ
ん
。

× 

× 

× 

し
か
し
、
多
く
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

喜
ば
し
♂
次
第
で
、
と
れ
を
指
様
、
他
山
の
石
と
し

て
、
会
員
浦
氏
の
一

一胞
の
研
績
を
望
れ
や
切
。

× 

× 

× 

会
員
、
名
簿
を
援
備
の
上
再
刊
し
た
い
と
計
商
中
で

す
。
住
所
、
執
務
先
の
変
更
の
場
合
は
必
ず
研
究
室

宛
御

一
報
願
い
ま
す
。

な
お
ム
一
古
賀
の
納
入
方
も
是
非
御
願
い
致
し
ま
す
。

× 

× 

× 

さ料
い共前
。一号
Oの
O残
門 部
込・借
金少
の に
上 つ
、き

研
究希
室望
宛の
申 万
込は
ん 突
で芸~
下 送

丸
山

忠
綱
執

筆

者

紹

介

本
学
教
授

河
阿川

正
博

本
学
教
授

本
学
助
手

昭
和
廿
五
年
度
卒

本
学
大
学
院
学
生

昭
和
廿
八
年
度
卒

第
七
号

芥
川

立明
男

昭
和
三
十
年
六
月
二
十

一
日
印
刷

昭
和
三
十
年
六
月
ご
十
五
日
発
行

金
子

昭
」
↓
ぺ

安
閑

昭
男

堀
切J

康
司

法

政

史

学

編

集

発

行

人

回

刷

人

東
京
郎
千
代
田
区
富
士
見
町
三
ノ
一

法
政
大
学
文
叫
ん
郁
史
学
研
究
家
内

法

政

大

学

史

学

会

代
表
者

藤
井
甚
太
郎

東
京
都
鍛
凧
川
区
附
刊
名
町
六
ノ
一一
、
二
八
三

三
朋
印
刷
製
本
株
式
会
社

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
七
号

正
誤
表

88 87 8281ヵ726966 65行63 57行。 43519
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